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細胞のライブ輸送を実現

ཧԽֶث۩をϓϥενοΫ੡΁
理化学業界で使用されるプラスチック製の機器や容器

などを中心に製造・販売している。約１０，０００アイテム
ものプラスチック製の器具を取扱い、オリジナル製品の
開発はもちろん、小ロットのオーダーメイドも対応して
いる。

昭和３５年に現取締役会長の加藤光正氏が大阪市
東区（現 大阪市中央区北部・東部）で創業。一貫して
理化学向けプラスチック製器具の製造を行っている。
主力製品は実験室などで使う計量器やデシケーター、
試薬瓶、保存容器だ。

ओͳ取Ҿઌ͸঎ࣾ
取引先は理化学器具商社や医療器具商社、学校教材

商社など。製品の企画、設計、開発を同社が行い、成形
加工は所有する金型を預けて協力工場にて製造して
いる。同社が保持するフッ素樹脂のブロー成形技術は世界
有数で、生産される製品は世界中から引き合いがある。

事業内容

ϥΠϒ༌ૹͷχʔζ
平成２６年度の補助事業において、ｉＰＳ細胞（人工多能性幹

細胞）を生きたまま、凍結せずに運ぶ“ライブ輸送”が可能な培養
輸送容器デバイスの開発を目指した。従来はｉＰＳ細胞を凍結して
輸送を行っており、細胞への影響や、コストと手間がかかっていた。
ｉＰＳ細胞技術の事業化に向けた支援や販売などを手がける企業

（株）ｉＰＳポータルから「ｉＰＳ細胞をライブで輸送したい」という
相談がデバイス開発の大きなきっかけとなった。

ૉ材ʹੜମద߹ੑγϦίʔϯをͨͬ࢖ઐ༻Χόʔを։ൃ
将来、再生医療用途でも採用されるよう、生体適合素材を用いる

ことにした。そこで素材は人体に対して悪影響のない、医療用途
としても使われるシリコーンを選定した。例えば、細胞培養を行う
ウェルプレートやディッシュといった、いわゆる開放系の培養容器
のまま、培養液を溢さずにライブ輸送可能な専用カバーを開発
した。カバーの中央部を超薄肉成形することでガス透過性が可能に
なり、炭酸ガス発生剤との組合せで、容器内が細胞にとって適切な
二酸化炭素や酸素の濃度となり、ライブ輸送が可能になった。

補助事業

ϥΠϒ༌ૹʹؔ࿈ͨ͠Ҿ͖߹͍͕ߴ·Δ
培養容器の専用カバー以外にも、培養液量を削減

できるライブ輸送専用フラスコ、さらに蓄熱材や
断熱ＢＯＸを開発し、平成２８年に販売を開始した。
当時は凍結による細胞輸送が常識であったが、現在
ではライブ輸送を行う事例も増え、同社に対する開発
品の引き合いも高まっている。米国で開催された
再生医療関連の国際学会では、これら開発したデバ
イスを用いて、大阪大学から提供されたヒトｉＰＳ細胞
由来の心筋細胞を実際に日本から米国へライブ輸送
を行い展示。世界各国の研究者からその製品コン
セプトに多くの関心を得ることができた。

๛෋ͳ࣮ূσʔλを
Δ͜ͱ͕ՄೳʹͳΔ͢ू࠾

海外への輸送では航空機が使われるが、輸送方法
も機内持ち込み手荷物か預け手荷物かによって輸送
する際の気温や気圧などといった外部環境に違いが
出てくる。また航空法上の規制や税関規制などの
問題もある。同社の開発した輸送デバイスで細胞
のライブ輸送の事例が増えることで、実証データを
数多く取ることができる。これにより断続的な製品
開発につなげることが可能になった。

具体的成果

ؔ࿈ۀࣄͰച্̌̎ߴ ԯԁ΁
創薬開発や再生医療関係でのｉＰＳ細胞の採用が

増えるなか、ライブ輸送のニーズに適合した製品を
開発・拡販していく。国内の再生医療関連市場は平成
４２年（２０３０年）には９５０億円、平成６２年（２０５０年）
には１．３兆円という試算が出ている。その中でも容器
類などが含まれる消耗品の占める割合は４０％だ。
特に同社は一次容器、二次容器、三次容器と一括で
製品を提供できることから、トータルでのサポートや
提案が可能だ。この強みを生かして、ライブ輸送関連
機器の売り上げを、将来的に、現在の同社の売上高
２５億円と同額程度に成長させていくつもりだ。

ւ֎ల։΋։࢝
大学の研究者や研究機関、創薬開発でｉＰＳ細胞を

扱う製薬会社などにアプローチを行う。再生医療関係
の学会にも積極的に出展し、製品の認知度向上を
図っていく。また海外への製品展開も開始する。平成
２９年は「海外展開元年」と位置づけて、アメリカの
シリコンバレーにオフィスを設置。海外で開かれる
学会にも出展し、情報収集を進めながら受注獲得に
つなげていく。これらの活動を通して、ユーザーの
要望をフィードバックし、新製品の開発を進めていく。

今後の戦略

「ｉＰ‐ＴＥＣ」シリーズ
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https://www.sanplatec.co.jp/

昭和３５年の創業以来、理化学器具をガラス
製からプラスチック製へと提案・挑戦して
きました。その基礎があって新しい分野に
挑戦できています。再生医療が進展する中、
研究を支える機器でしっかり貢献していき
たいです。

盤石な基礎があるからできる挑戦
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工夫されたデバイス構造

開放系容器ライブ輸送デバイス
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